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【実験１】自発運動と強制運動の比較 【実験２】運動強度の違いによる比較
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迷路課題の作業効率に対する背景音（0, 70, 100dB）の影響

背景音（0, 70, 100dB）による脳活動

I.背景音（騒音）による作業効率と脳活動

II.運動が脳活動に及ぼす影響 ー抗うつ・抗不安作用ー

研究概要
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【目的】
脂肪細胞におけるアディポサイトカインの分泌異常はメタ

ボリックシンドロームの一因となる。このアディポサイトカ
インの分泌量は脂肪細胞サイズと密接な関係にあるとされて
いるが、運動トレーニング（以下TRと略す）による脂肪細胞
サイズの変化とアディポサイトカイン発現量の変化が同期し
て推移するのか否かについては直接的な証拠が得られていな
い。そこで、本研究では脂肪細胞のサイズとアディポサイト
カインの遺伝子発現量との関係に及ぼすTRの影響を検討した。
【方法】
実験動物として、Wistar系雄ラットを用い、コントロール

（C)群とTR群に分けた。TR群には９週間のトレッドミル運動
を課し、異なったサイズの脂肪細胞集団分とレプチンおよび
アディポネクチンのmRNA発現量を検討した。サイズとmRNA
発現量の相関は残差平方和が最も小さくなる回帰式を求めた。 レプチンmRNA（左）及びアディポネクチンmRNA（右）発現量と脂肪細胞サイズとの関係

血中レプチン（左）及びアディポネクチン（右）レベルに及ぼすTRの影響

【結果および考察】
血中レプチンレベルはTRによって有意に減少した（上図）。レ

プチンmRNA発現量と脂肪サイズとの関係はTRによって変化しな
かった（下図）。この結果は、TRによるレプチンmRNAレベルの
減少は脂肪細胞サイズの縮小に一義的に依存することを明確にして
いる。一方、血中アディポネクチンレベルはTRによって変化しな
い（上図）。しかし、アディポネクチンとサイズの回帰曲線はTR
によって左側にシフトする（下図）。アディポネクチンは脂肪細胞
で独占的に産生され、TRは脂肪細胞数とサイズの減少を伴った体
脂肪量の減少をもたらすことから、TRによる回帰曲線のシフトは
脂肪細胞のアディポネクチン産生量は増加していることを示唆して
いる。今後は、細胞サイズを規定する因子やアディポネクチン発現
を支配している転写因子群に及ぼすTRの影響について検討するこ
とが必要と思われる。

III.運動がアディポサイトカイン分泌に及ぼす影響

運動への取り組み方、適切
な運動強度を設定することに
よって、日常の運動が、うつ
や不安の予防・軽減に有効に
作用する可能性が示唆された。

都市を取り巻く様々な環境の変化の中で生活習慣病やメタボリックシ
ンドローム、さらには、うつ病などが蔓延し、都市社会におけるから
だとこころの健康の保持増進が重要な課題となっている。その有効手
段としてスポーツ活動や日常的な運動習慣があるが、実際にはなかな
か運動が行えなかったり、運動の効果が十分に得られない場合もある。
本研究では、都市形成に伴う運動不足によるからだとこころの健康問
題に対する効果的な健康施策を展開するために、(1)環境要因（背景
音）とストレス反応の脳内神経機構、(2)運動条件の違いによる心理
的効果と脳内神経活動、(3)生活習慣病予防に不可欠な体脂肪管理の
ための運動の重要性に関する生化学的応答の３課題について検討した。
本研究結果から、運動はからだとこころの健康の保持増進に有効な
ツールであり、運動条件や環境要因を適切に配慮することによってそ
の効果はさらに増大する可能性のあることが示唆された。


